


平
成
二
十
年
第
三
回
定
例
会
は
九
月
十
八
日
開
会
さ
れ
、
町
長
提
出
の

予
算
二
件
、
条
例
四
件
、
人
事
二
件
、
報
告
そ
の
他
三
件
、
議
員
提
出
の

意
見
案
六
件
、
会
議
規
則
一
件
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
し
、
平
成
十

九
年
度
各
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
し
、
同

日
閉
会
し
た
。
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議

案

の

主

な

も

の

・
一
般
会
計
補
正
予
算

補
正
額
二
、
九
〇
四
万
九
千
円
を
増

額
し
、
総
額
三
二
億
七
、
六
三
九
万

九
千
円
と
な
っ
た

（
補
正
予
算
の
主
な
も
の
）

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
播
種
装
置
導
入
事

業
補
助
金
　
　
　
五
二
〇
万
円
追
加

産
業
振
興
基
金
繰
出
金
（
産
業
振
興

基
金
貸
付
）

二
、
五
五
六
万
八
千
円
追
加

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

補
正
額
四
一
六
万
六
千
円
を
増
額

し
、
総
額
五
億
九
、
一
〇
一
万
三
千

円
と
な
っ
た

・
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
議
会
議
員
選
挙

松
井
宏
志
（
鶴
居
村
議
）
五
票

渡
辺
正
治
（
余
市
町
議
）
四
票

・
株
式
会
社
苫
前
町
振
興
公
社
財
務

諸
表
の
報
告

・
平
成
十
九
年
度
健
全
化
判
断
比
率

及
び
資
金
不
足
比
率
の
報
告

実
質
公
債
費
比
率
　
二
三
・
四
％

将
来
負
担
比
率
　
一
一
七
・
七
％

資
金
不
足
比
率
（
簡
水
・
下
水

道
・
風
力
発
電
）
資
金
不
足
額
が

な
い
た
め
、
算
定
さ
れ
な
い

・
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
一
部
改
正

・
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

・
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
管
理
条
例
の

一
部
改
正

・
下
水
道
設
置
条
例
の
一
部
改
正

・
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い

て
同
意
し
た
。

池
田
民
治
氏
（
古
丹
別
）
新
任

花
井
秀
昭
氏
（
岩
見
）

新
任

第３回定例会第３回定例会平成２０年

こ
れ
ま
で
、
議
会
に
お
い
て
は
質

疑
、
質
問
は
議
員
が
一
方
通
行
で
行

う
こ
と
だ
っ
た
が
、
反
問
権
を
設
け

る
こ
と
に
よ
り
、
理
事
者
や
説
明
員

側
か
ら
も
、
議
長
・
委
員
長
の
許
可

を
得
て
、
議
員
に
対
し
て
質
問
し
た

り
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
お
互
い
良
い
緊
張

感
の
な
か
で
、
議
論
が
活
性
化
し
、

建
設
的
な
議
論
が
期
待
で
き
る
。

会
議
規
則
を

改
正
し
ま
し
た
！

反
問
権
を
新
設

反
問
権
っ
て
何
？

◆
新
た
な
過
疎
法
の
制
定
に
関
し
て

◆
「
北
海
道
開
発
の
枠
組
み
」
の
堅

持
に
関
し
て

◆
道
路
整
備
に
必
要
な
財
源
確
保
に

関
し
て

◆
原
油
価
格
高
騰
に
関
し
て

◆
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
し
て

◆
介
護
労
働
者
の
人
材
確
保
と
待
遇

改
善
に
関
し
て

意
見
書
を

提
出
し
ま
し
た
！

届
け
み
ん
な
の
声

苫
前
中
学
生
徒
、
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
、
成
人
講
座
の
参
加
者
な
ど
、

傍
聴
者
が
四
十
三
名
に
の
ぼ
り
、
議

場
内
に
良
い
緊
張
感
を
与
え
て
下
さ

い
ま
し
た
。

住
民
の
皆
さ
ん
に
傍
聴
を
頂
く
こ

と
で
、
議
会
で
は
、
ど
ん
な
議
論
が

さ
れ
て
い
る
の
か
知
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
ま
た
、
議
会
も
こ
れ
ま
で
以

上
に
住
民
の
み
な
さ
ん
が
町
政
に
参

画
で
き
る
よ
う
に
努
め
た
い
と
思
い

ま
す
。

熱
心
な
傍
聴

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
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い
た
だ
い
た
方
の
意
思
に
よ
り
、
使

途
を
限
定
し
た
指
定
寄
付
金
と
一
般

寄
付
金
に
区
別
さ
れ
る
が
、
過
去
五

年
間
の
寄
付
金
は
一
般
寄
付
金
が
四

五
件
の
一
、
四
二
三
万
円
、
指
定
寄

付
金
は
十
四
件
の
九
九
三
万
円
に
な

る
。ま

た
、
指
定
寄
付
金
の
使
途
ご
と

の
内
訳
は
、
福
祉
関
係
六
件
（
二
三

七
万
円
）
教
育
文
化
関
係
三
件
（
十

八
万
円
）
産
業
関
係
一
件
（
二
百
万

円
）
そ
の
他
四
件
（
五
三
八
万
円
）

と
な
っ
て
い
る
。

収
入
し
た
寄
付
金
に
つ
き
ま
し
て

は
、
一
般
寄
付
金
は
一
般
財
源
と
し

て
、
指
定
寄
付
金
は
指
定
さ
れ
た
目

的
や
事
業
等
の
特
定
財
源
と
し
て
充

当
し
、
有
効
活
用
し
た
。

一
、
寄
付
金
の
性
格
上
、
収
入
の
時

期
や
金
額
が
不
確
定
で
あ
る
が
、
平

成
十
五
年
度
か
ら
平
成
十
九
年
度
ま

で
の
五
年
間
の
収
入
実
績
は
、
五
九

件
の
二
、
四
一
六
万
円
に
な
っ
て
い

る
。
過
去
五
年
間
の
寄
付
金
総
額
を

一
年
平
均
に
す
る
と
、
件
数
で
十
二

件
ほ
ど
、
金
額
で
は
四
八
〇
万
円
に

な
る
。
地
方
公
共
団
体
の
寄
付
金
収

入
に
つ
い
て
は
、
金
銭
を
寄
付
し
て

二
、
現
在
、
町
に
お
き
ま
し
て
も
引

き
続
く
人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
行

し
、
特
に
若
者
層
の
流
出
が
顕
著
で

あ
る
と
と
も
に
、
農
林
水
産
業
の
担

い
手
不
足
、
公
共
事
業
の
減
少
な
ど

を
受
け
た
地
域
主
幹
産
業
の
活
力
低

下
、
さ
ら
に
は
、
医
師
不
足
、
医
療

費
の
負
担
増
な
ど
地
域
医
療
問
題
の

直
面
や
市
町
村
財
政
の
悪
化
に
伴
う

投
資
余
力
の
低
下
な
ど
を
受
け
、
地

域
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
さ
ら
に
大

き
く
変
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

そ
れ
に
対
応
し
た
地
域
の
役
割
を
構

築
す
べ
き
施
策
と
し
て
、
元
気
を
生

み
出
す
人
材
力
や
地
域
力
の
強
化
、

自
立
、
持
続
に
向
け
た
地
域
経
済
の

確
立
、
安
心
を
支
え
る
生
活
基
盤
の

確
保
、
環
境
共
生
社
会
づ
く
り
へ
の

積
極
的
な
対
応
な
ど
を
軸
と
し
た
、

各
種
施
策
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
取

り
組
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
、
地
域
の

将
来
を
切
り
開
い
て
い
く
こ
と
は
出

来
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
施
策
を
展
開
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
苫
前
町
の
住
民
の
皆
さ
ん
や
、

苫
前
町
出
身
者
で
あ
る
か
ど
う
か
に

関
わ
ら
ず
、
苫
前
町
を
応
援
し
て
く

れ
る
人
を
対
象
と
し
た
寄
付
金
の
受

け
皿
と
な
る
「
寄
付
条
例
」
の
制
定

が
、
有
効
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
「
寄
付
条
例
」

の
骨
格
と
な
る
寄
付
金
の
使
途
、
つ

ま
り
、
応
募
メ
ニ
ュ
ー
の
選
択
、
お

礼
の
手
法
、
寄
付
金
の
受
付
方
法
、

納
付
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、「
住
民
参

加
」
の
原
則
や
手
法
を
踏
ま
え
、
住

民
の
皆
さ
ん
の
幅
広
な
意
見
や
提
案

を
求
め
な
が
ら
、
来
年
三
月
定
例
会

に
お
い
て
条
例
案
を
上
程
す
べ
く
進

め
て
い
る
。

一
、
当
町
で
の
寄
付
行
為
的
な
も
の

は
、
年
平
均
「
何
件
、
何
万
円
」
で
、

そ
の
使
い
道
と
運
用
内
容
は
。

二
、
私
が
求
め
る
「
ふ
る
さ
と
基
金
」

を
町
が
条
例
を
定
め
、
実
施
に
移
す

お
考
え
が
あ
る
の
か
、
ま
た
、
そ
れ

を
可
と
し
た
場
合
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
ど
う
な
の
か
？

森
　

町

長

答
弁

地
域
を
少
し
で
も
安
定
す
る

ま
ち
づ
く
り
と
は猫　島　議　員

一 　 般 　 質 　 問

寄付金条例の制定で“まちを元気に!!”

町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会



社
会
体
育
施
設
の
有
効
活
用
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一
、
平
成
十
三
年
度
に
閉
鎖
し
た
町

民
プ
ー
ル
の
取
り
壊
し
予
定
と
跡
地

の
活
用
方
法
に
つ
い
て
町
の
考
え
を

伺
い
た
い
。

二
、
開
設
以
来
、
無
料
で
あ
る
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
を
本
町
財

政
状
況
を
考
え
た
場
合
、
有
料
に
す

る
考
え
は
あ
る
の
か
？

一
、
昭
和
四
十
六
年
に
開
設
し
、
経

年
劣
化
に
よ
る
破
損
が
著
し
く
補
修

不
能
と
判
断
し
、
普
通
財
産
と
し
て

教
育
委
員
会
か
ら
引
き
継
い
だ
が
、

取
り
壊
す
と
し
て
も
多
額
の
費
用
が

か
か
る
た
め
町
の
施
策
や
事
業
優
先

順
位
を
勘
案
し
判
断
し
た
い
。
当
施

設
は
フ
ェ
ン
ス
に
よ
り
立
ち
入
り
禁

止
と
し
て
い
る
が
、
更
に
事
故
防
止

な
ど
安
全
に
配
慮
し
て
い
き
た
い
。

跡
地
の
活
用
に
つ
い
て
は
行
政
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
な
が
ら
今
後
、
検
討
し

た
い
。

二
、
社
会
教
育
及
び
社
会
体
育
施
設

の
有
料
化
に
つ
い
て
は
平
成
十
七
年

に
見
直
し
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
管
理
業
務
は

現
在
一
名
で
行
っ
て
お
り
、
有
料
化

に
し
た
場
合
最
低
も
う
一
名
増
員
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
委
託
体
制
や
費

用
対
効
果
等
を
考
え
る
と
困
難
な
状

況
で
あ
り
、
学
校
開
放
体
育
館
の
有

料
化
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
た
め
課

題
が
多
い
こ
と
か
ら
、
利
用
者
や
利

用
団
体
を
含
め
当
町
に
ふ
さ
わ
し
い

「
有
料
化
」
を
協
議
検
討
し
て
い
き
た

い
。

一
、
本
年
四
月
よ
り
始
ま
っ
た
「
特

定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
」
の

受
診
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
？

二
、
年
度
途
中
で
退
職
し
た
保
健
師

や
栄
養
士
の
補
充
予
定
は
あ
る
の

か
？

一
、
平
成
二
十
年
四
月
か
ら
始
ま
っ

た
「
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指

一 　 般 　 質 　 問

体育施設の今後の行く末はどうなる!?
メタボリック受診率のクリアのために…

田　沢　議　員

森
　

町

長

答
弁

導
」
は
四
十
歳
か
ら
七
十
四
歳
ま
で

の
国
保
加
入
者
を
対
象
と
し
て
「
病

気
の
早
期
発
見
・
治
療
よ
り
も
、
そ

れ
以
前
の
段
階
で
異
常
を
発
見
し
、

生
活
習
慣
改
善
で
予
防
す
る
こ
と
」

を
目
的
と
し
て
い
る
。
今
年
度
は
２

回
の
健
診
を
予
定
し
て
お
り
、
第
一

回
目
は
九
月
十
二
日
か
ら
十
四
日
に

実
施
し
、
対
象
者
一
、
○
一
○
名
中
、

一
八
○
名
程
度
が
受
診
し
、
今
年
度

の
目
標
数
値
で
あ
る
25
パ
ー
セ
ン
ト

は
達
成
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。
第

二
回
目
は
来
年
一
月
中
旬
に
予
定
し

て
い
る
。

本
健
診
は
五
年
後
の
平
成
二
十
四

年
度
に
受
診
率
65
パ
ー
セ
ン
ト
と
い

う
国
の
基
準
が
あ
り
、
達
成
出
来
な

い
場
合
は
「
後
期
高
齢
者
支
援
金
増

額
」
と
い
う
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
課
せ
ら

れ
る
た
め
、
受
診
勧
奨
を
含
め
多
く

の
方
々
が
受
診
さ
れ
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
た
い
。

二
、
本
年
七
月
三
十
一
日
付
け
で
保

健
師
と
栄
養
士
が
自
己
都
合
に
よ
り

退
職
し
、
現
在
保
健
師
は
来
年
三
月

ま
で
の
期
限
付
き
嘱
託
保
健
師
を
含

め
六
名
で
あ
る
が
、
今
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
「
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保

健
指
導
」
等
の
事
業
実
施
に
際
し
、

補
充
は
必
要
不
可
欠
と
考
え
て
お
り
、

来
年
四
月
一
日
ま
で
に
採
用
す
べ
く
、

現
在
関
係
機
関
へ
の
募
集
を
行
っ
て

い
る
。

森
　

町

長

答
弁

伊
藤
教
育
長

答
弁

健

康

へ

の

意

識

は
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先月３日の町敬老会に参加
し、高齢者の皆さんの元気は
つらつな姿に、私も頑張らな

ければと思いました。現在があるのは、皆さんの活
躍があってのことだと敬意を感じます。これからも
皆さんの豊富な知恵をいただき、町の活性化に努め
たいと思います。
議会だよりは、町民の皆さんと議会を結ぶ情報源と
して、読みやすい紙面づくりに心がけておりますの
で、今後ともご愛読のほどお願い致します。

（小倉）

所
管
事
務
調
査
の
た
め
、
町
内
視

察
を
実
施
し
た
。

◇
北
留
萌
消
防
組
合
苫
前
消
防
支
署

職
員
の
定
数
と
現
員
数
に
差
異
が

あ
る
が
改
善
の
見
通
し
に
つ
い
て
、

救
命
救
急
士
が
い
な
い
場
合
は
一
般

消
防
士
の
採
用
を
考
え
た
い
。

◇
苫
前
小
学
校
給
食
調
理
機
器
修
繕

人
的
な
ミ
ス
で
あ
り
、
点
検
方
法

を
明
文
化
し
管
理
を
徹
底
す
る
。

◇
古
丹
別
中
学
校
三
階
手
洗
い
場
漏

水
修
理

◇
古
丹
別
小
学
校
校
門
営
繕

工
法
等
を
検
討
す
る
。

◇
苫
前
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
改

修
工
事

一
度
曲
が
っ
た
も
の
は
強
度
不
足

に
な
る
の
で
屋
根
の
パ
イ
プ
の
ゆ
が

み
、
取
り
替
え
た
い
。

◇
公
民
館
車
の
更
新

財
団
の
助
成
の
要
件
に
よ
り
、
車

種
に
制
限
が
あ
る
。

◇
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業

学
社
融
合
事
業
は
全
道
的
に
も
高

く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
融
合
よ
り
学

校
を
知
る
と
い
う
こ
と
で
進
め
て
い
き

た
い
。
五
〜
十
年
先
を
み
て
。

所
管
事
務
調
査
の
た
め
、
町
内
視

察
を
実
施
し
た
。

◇
昭
和
長
島
線
単
独
災
害
復
旧
工
事

今
年
の
融
雪
時
に
被
災
し
た
昭
和

長
島
線
は
苫
前
建
設
工
業
㈱
が
七
月

に
工
事
費
一
九
六
万
三
千
五
百
円
で

契
約
し
、
九
月
完
成
し
た
。

◇
古
丹
別
地
区
下
水
道
事
業

総
事
業
費
十
九
億
円
で
昨
年
度
か

ら
始
ま
っ
た
古
丹
別
地
区
下
水
道
事

業
の
汚
水
管
渠
布
設
工
事
（
第
１
工

区
か
ら
第
５
工
区
）
現
場
と
汚
水
処

理
場
を
視
察
し
た
。

◇
道
道
力
昼
九
重
線
道
路
改
築
事
業

平
成
元
年
か
ら
総
事
業
費
二
十
九

億
四
千
万
円
、
延
長
五
、
二
○
○
メ

ー
ト
ル
で
、
平
成
二
十
二
年
度
完
成

予
定
で
あ
る
。

◇
上
平
共
同
利
用
模
範
牧
場

畜
舎
は
築
三
十
年
以
上
が
経
過
し
、

老
朽
化
が
著
し
く
、
農
協
及
び
酪
農

組
合
よ
り
改
築
要
望
書
が
提
出
さ
れ

て
い
る
。

◇
苫
前
高
台
フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド

国
営
事
業
で
完
成
し
、
旭
地
区
や

昭
和
地
区
の
酪
農
家
や
畑
作
農
家
の

肥
培
及
び
湿
潤
用
水
と
し
て
送
水
し

て
い
る
が
、
砂
濾
過
に
よ
る
汚
泥
状

態
を
確
認
し
た
。

◇
苫
前
漁
港
特
定
漁
港
漁
場
整
備
事
業

国
直
轄
事
業
と
し
て
総
事
業
費
五

十
二
億
円
で
平
成
十
四
年
度
か
ら
始

ま
り
、
昨
年
度
マ
イ
ナ
ス
三
・
五
メ

ー
ト
ル
岸
壁
の
一
部
が
完
成
し
、
供

用
開
始
さ
れ
て
い
る
。
平
成
二
十
三

年
度
完
成
予
定
で
あ
る
。

【
主
な
協
議
事
項
】

◇
広
域
火
葬
場
の
整
備
に
つ
い
て

羽
幌
町
、
初
山
別
村
と
の
広
域
に
よ

る
火
葬
場
建
設
に
つ
い
て
、
建
設
費
の

負
担
割
合
で
合
意
が
得
ら
れ
な
い
た
め

引
き
続
き
協
議
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

◇
苫
前
町
福
祉
有
償
運
送
事
業
に
つ

い
て

苫
前
町
が
運
送
主
体
と
な
り
平
成
十

八
年
度
か
ら
要
介
護
者
や
身
体
障
害
者

等
の
移
動
制
約
者
な
ど
の
輸
送
を
行
っ

て
お
り
、
十
月
か
ら
二
年
間
の
期
限
で

再
度
実
施
す
る
よ
う
現
在
、
陸
運
支
局

に
申
請
中
で
あ
る
。

全
員
協
議
会

平成20年
９月４日
開　催

苫
前
厚
生
病
院
経
営
損
失
補
償
金
等

に
つ
い
て

平
成
十
九
年
度
の
苫
前
厚
生
病
院
の

経
営
損
失
金
額
は
七
、
二
一
七
万
六
千

円
と
な
り
、
今
年
度
か
ら
全
額
を
町
が

補
填
す
る
た
め
、
損
失
補
償
金
額
は
七
、

二
一
七
万
六
千
円
と
な
っ
た
。

医

療

対

策

特
別
委
員
会
平成20年
９月２日
開　催

株
式
会
社
苫
前
町
振
興
公
社
の
平
成

十
九
年
度
事
業
に
つ
い
て

平
成
十
九
年
六
月
に
第
八
期
定
時
株

主
総
会
、
五
回
の
取
締
役
会
議
な
ど
を

開
催
し
た
。
売
上
高
は
一
億
九
、
四
五

三
万
七
千
円
で
、
売
上
原
価
を
差
し
引

い
た
売
上
利
益
は
一
億
三
、
六
九
八
万

九
千
円
と
な
り
、
一
般
管
理
費
な
ど
を

差
し
引
い
た
営
業
利
益
は
燃
料
価
格
の

高
騰
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、
三
、
六
一

三
万
六
千
円
の
マ
イ
ナ
ス
で
、
指
定
管

理
料
な
ど
の
営
業
外
収
益
を
入
れ
て

も
、
当
期
利
益
は
四
四
七
万
五
千
円
の

マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。

臨

海

地

域

特
別
委
員
会
平成20年
９月４日
開　催

産

業

厚

生

常
任
委
員
会
平成20年
９月５日
開　催

総

務

文

教

常
任
委
員
会
平成20年
９月１日
開　催

委

員

会

レ

ポ

ー

ト

編集後記



九
月
十
五
日
の
「
敬
老
の
日
」
を

前
に
、
三
日(
水)
に
公
民
館
に
お
い

て
、
平
成
二
十
年
度
苫
前
町
敬
老
会

が
町
の
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。

森
町
長
は
、「
農
業
、
漁
業
が
盛
ん

な
の
は
皆
さ
ん
の
お
か
げ
。
町
の
た

め
に
ご
活
躍
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。今
日
一
日
は
、

た
の
し
い
ひ
と
と
き
に
し
て
、
さ
ら

に
元
気
に
な
っ
て
下
さ
い
。」
と
あ

い
さ
つ
で
感
謝
と
長
寿
を
祝
っ
た
。

こ
の
日
は
、
七
十
五
歳
以
上
の
お

年
寄
り
百
六
十
二
人
が
参
加
し
、
苫

前
・
古
丹
別
の
両
婦
人
会
の
準
備
し

た
手
作
り
料
理
を
味
わ
い
な
が
ら
歓

談
し
、
古
丹
別
保
育
所
園
児
の
お
遊

戯
や
、
婦
人
会
の
舞
踊
、
Ｊ
Ａ
花
結

び
会
の
歌
唱
、
高
齢
者
有
志
に
よ
る

カ
ラ
オ
ケ
披
露
な
ど
で
楽
し
ん
だ
。

町
内
の
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
は

一
、
三
百
九
十
一
人
で
、
高
齢
化
率

は
三
十
六
・
三
％
に
の
ぼ
る
。

敬
　
老
　
会

九
月
七
日(

日)

上
平
ウ
ィ
ン
ド
フ

ァ
ー
ム
内
に
お
い
て
、
今
年
二
回
目

と
な
る
風
車
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ(

秋
編)

が
開
催
さ
れ
た
。

日
頃
の
運
動
不
足
や
健
康
に
つ
い

て
考
え
る
契
機
と
す
る
と
と
も
に
、

ふ
る
さ
と
苫
前
の
再
認
識
な
ど
を
目

的
と
し
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
年

で
三
年
目
と
な
る
。

「
運
動
不
足
解
消
、
健
康
推
進
を

図
る
こ
と
を
目
標
に
汗
を
流
し
て
参

加
者
達
の
交
流
も
含
め
て
今
日
一
日

楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
。」
と
の
伊

藤
教
育
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
参
加
者

は
マ
イ
ペ
ー
ス
で
コ
ー
ス
へ
と
出
発

し
た
。

こ
の
日
は
、
あ
い
に
く
の
曇
り
空

で
は
あ
っ
た
が
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
三
十
一
人
が
参
加
し
、
一

周
四
・
四
㎞
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

ス
を
楽
し
ん
だ
。
子
供
た
ち
は
、
風

車
の
景
観
よ
り
も
昆
虫
採
集
に
夢
中

で
あ
っ
た
。

爽
や
か
な

汗
を
流
し
た

あ
と
は
、
定

番
と
な
っ
た

ふ
わ
っ
と
の

ヘ
ル
シ
ー
メ

ニ
ュ
ー
を
堪

能
し
、
そ
の

後
は
温
泉
入

浴
。
健
康
づ

く
し
の
一
日

で
し
た
。

9月15日は敬老会

苫前・古丹別婦人会の手づくり料理を楽しむ

九
月
九
日(

火)

、(

社)

北
海
道
栽

培
漁
業
振
興
公
社
、
留
萌
開
発
建
設

部
、
北
る
も
い
漁
業
協
同
組
合
、
留

萌
支
庁
北
部
地
区
水
産
技
術
普
及
指

導
所
、
苫
前
小
学
校
、
苫
前
保
育
園
、

苫
前
町
が
主
催
す
る
ヒ
ラ
メ
人
工
種

苗
放
流
式
が
苫
前
漁
港
新
港
で
行
わ

れ
た
。

こ
れ
は
、
学
社
融
合
事
業
の
一
環

で
も
あ
り
、
苫
前
小
学
校(

八
谷
芳

博
校
長)

の
五
年
生
十
五
人
と
、
苫

前
保
育
園(

青
木
久
美
子
園
長)

の
藤

組
十
一
人
が
、
十
㎝
ほ
ど
に
育
っ
た

ヒ
ラ
メ
を
丁
寧
に
海
へ
放
流
し
た
。

放
流
後
は
、
港
の
探
検
に
出
発
。

町
の
職
員
な
ど
に
ダ
ブ
ル
デ
ッ
キ
や

漁
港
の
説
明
を
受
け
た
。

「
ヒ
ラ
メ
は
ど
う
や
っ
て
エ
サ
を

摂
る
の
で
す
か
」、「
ヒ
ラ
メ
の
お
い

し
い
食
べ
方
は
」
な
ど
の
質
問
に
対

し
、
町
の
職
員
ら
が
分
か
り
や
す
く

丁
寧
に
説
明
を
行
っ
て
い
た
。

元
気
に
大
き
く
な
っ
て
帰
っ
て
こ
い
よ
！

ヒ
ラ
メ
人
工
種
苗
放
流
式願いを込めて静かに放流する園児たち

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
む
参
加
者

今年は大会新記録が続出 !!

第31回苫前町民マラソン大会
さわやかな秋風が吹く

絶好のマラソン日和とな
った9月21日（日）は225人
が参加し、1kmから5kmの
17部門に分かれて、苫前
商業高等学校前から元気
にスタートした。
今年は、9部門で大会新
記録が出るというハイレベルな展開となり、体力低下が
懸念されている昨今においては、うれしい結果となった。
また、今年初めて行われたリレー部門には、11チーム
が参加し、沿道からはトライアスロンさながらの声援が

寄せられていた。
なお、結果は

左表のとおり。

(注記)各１位のみ掲載。敬称略。タイムの青字は大会新記録

2km各部のスタート

今年初めて行われたリレーの部のスタート
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距離

1km

2km

3km

5km

1.3km

×3周

種　　目

小 1 男 子 の 部

小 1 女 子 の 部

小 2 男 子 の 部

小 2 女 子 の 部

親子マラソンの部

小 3 男 子 の 部

小 3 女 子 の 部

小 4 男 子 の 部

小 4 女 子 の 部

小 5 女 子 の 部

小 6 女 子 の 部

小 5 男 子 の 部

小 6 男 子 の 部

中 学 女 子 の 部

一 般 女 子 の 部

中 学 男 子 の 部

一 般 男 子 の 部

リ レ ー の 部

工 藤 　 颯 太

池 田 　 朱 桜

矢 田 　 剛 琉

黒 田 　 侑 里

工藤蓮士／慎也

亀 田 　 海 渡

岩 田 　 来 千

前 川 　 　 至

金 子 　 真 彩

久 保 　 杏 奈

田 口 　 萌 乃 　

檜 谷 　 祥 貴

五 十 嵐 海 渡

福 田 　 レ ナ

伊 藤 沙 弥 香

伊 藤 　 翔 貴

田 中 　 棯 久

大 矢 根 　 諒

芳 賀 　 博 史

逢 坂 　 拓 人

羽幌小1年

羽幌小1年

古小２年

古小２年

羽　　幌

古小３年

苫小３年

古小４年

苫小４年

古小５年

古小６年

苫小５年

苫小６年

古中１年

羽幌高校

古中１年

苫　　前

苫前商業

高校Ａ

4分16秒16

4分28秒42

4分02秒55

4分23秒78

4分22秒20

8分24秒17

9分32秒72

9分15秒92

8分19秒29

8分45秒61

8分56秒32

13分59秒33

13分17秒12

12分34秒34

13分35秒90

20分30秒12

17分27秒31

12分38秒74

氏　　名 タイム
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9月15日(月)に公民館において、今年で４回目の来町となるＢＢＢＢが、熱気あふ
れるライブ演奏を行った。
1部では、客席を回りながら演奏するなど、パフォーマンスとパワー全開で会場を
盛り上げ、観客約350人の心を熱くした。
2部では、苫前と古丹別の中学校と羽幌高等学校の吹奏楽部との合同演奏を行い、
会場を沸かせていた。終了後のサイン会には、長蛇の列ができるほど盛況であった。
前日には、苫中･古中合同の吹奏楽部員らと共に苫前中学校体育館で、合同演奏の
練習を行い、「とにかくリラックスすることが大切」などのアドバイスを受けていた。

BBBBと苫中･古中･羽高吹奏楽部の合同演奏

親切丁寧な指導が行われた：苫前中学校にて

BBBB LIVE2008 ブラック･ボトムズ･ブラス･バンド

今年もやってきました！陽気でたのしい演奏!!

9/5 ハンカチをそめてみよう

今回は、本を利用してやってみよう･こども
のたまり場の合同企画です。
参加した１４人の子供たちは、火を使っての
作業にドキド
キ。先生のお話
しをよく聞きな
がら、慎重に進
めていました。
さて、上手に

できたかな。

9/2 成人講座｢コーラス｣

声をだして、脳トレ、ストレス解消してみませんかのキャッチフレー
ズで行われた成人講座｢コーラス｣に、十人が参加した。
クリスタルコーラスサークルの坂川明美さんを講師に迎え、もみじな
どの課題曲五曲を合唱した。
最初は緊張気味の参加者も、

時間が立つにつれ、だんだん声
が出るようになり、後半には大
きな声で合唱していました。
この日、自分の才能を再発見し
た人も多いのでは？
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9月7日(日)14時から古丹別リバーサイドパークゴルフ場で
開催された。
今年で12回目となる当大会は、パークゴルフを通して地域
住民と連携を深め、火災予防に対し一層の協力と防火思想の
普及を図ることを目的として、北留萌消防組合消防署古丹別
支署が毎年開催している。
競技は、北コースと南コースを２周し、36ホールのストロ
ークプレーで行われた。ハンディキャップは無し。
この日は、町内の有志32名が参加し、優勝を目指して日頃
より鍛え上げた腕前を披露していた。結果は左記のとおり。

競
技
開
始
前
の
記
念
撮
影

当
時
の
状
況
な
ど
を
語
る

グ
レ
ー
ス
美
幸
さ
ん(

中
央)

と

森
本
国
光
さ
ん(

右)

第12回火の用心杯パークゴルフ大会賞 氏　　名 スコア

優　　　勝

準　優　勝

第　１　位

第　２　位

第　３　位

第　４　位

第　５　位

第　６　位

第　７　位

第　８　位

第　９　位　

第 １０ 位

１１９番賞

火の用心賞

苫前町消防団副団長賞

消防署古丹別支署長賞

苫前町消防団古丹別分団長賞

榎 本 秀 雄

草 薙 　 寛

佐 藤 鬨 夫
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実りの秋奇蹟の架け橋～グレース美幸さんが来庁

平成13年8月に、九重の森本国光さんの兄で戦死した
重一さんの日章旗が、57年ぶりに奇跡的に返還された。
その架け橋となったグレース美幸さん（アメリカのサン
フランシスコ郊外在住）が、このほど森本さん宅を訪問
した。
9月26日(金)には、国光さんたちと町長を訪問し、当
時の返還に至った経緯や、日章旗を浜辺で拾って保管し
ていたジェームススウェットさんの様子などを町長へ報
告した。
国光さんは、｢今も遺品が砂に埋まっているかと思う
と、是非現地へ行ってみたい。｣と思いを語った。

（※関連記事は｢広報とままえ2001年9月号｣を御覧下さい。｣

苫小５年生と古小５年生が稲刈りを体験
～学社融合事業～

９月１９日(金)、秋晴れとなったこの日は、苫前小学
校と古丹別小学校の５年生３４人が、岩見の花井秀昭さ
んの水田で稲刈りに挑戦した。
講師の花井さんから、鎌の持ち方や稲の刈り方など注
意点を教わったあと、子供たちは１人ずつ鎌を握り、慣
れない手つきで慎重に稲を１束ずつ刈り取っていった。
刈り取った稲は、その場
で脱穀まで行った。乾燥
されたお米は、給食で食
べる予定となっている。

手で稲を刈る子供たち

刈り取った稲を脱穀機へ運ぶ
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